
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

わたしたちが食べている食べ物は、どれも生き物の命をいただいている 

ものばかりです。 

 また、生産者や料理をつくってくれた人たちなど、さまざまな人びと 

の手を経ることで、毎日の食卓に 

並んでいます。食事をする時には、 

感謝の気持ちを忘れないようにし 

ましょう。 

 そして、苦手な食べ物がある 

場合には一口でも挑戦して、でき 

るだけ食べるように努力をしてみ 

ましょう。 

給食だより １１月号 
２０１９年１１月発行 

千葉県立富里特別支援学校 

～今月の給食テーマ～ 

給食を支える人と関わり 

  秋が深まってきました。間もなく冬の足音も聞こえてきます。今月は 23

日に勤労感謝の日があります。農業、漁業、畜産業などにかかわっている人

や配送をしたり食事をつくったりする人たちなど、いろいろな人たちのおか

げで、毎日食事をすることができます。こうした方たちへの感謝の気持ちを

忘れないようにしましょう。 

 

 

食べ物の命をいただいています！ 
 

 

給食にはこんな人たちが 

かかわっています!! 
 わたしたちが毎日食べている給食には、栄養士さんをはじめ、調理員さ

ん、農家の人、畜産にたずさわる人、漁師さんや水産業にたずさわる人、

食材を運んできてくれる運搬業の人など、たくさんの人の手がかかわって

います。そして、わたしたちの元へと給食が届けられているのです。感謝

の気持ちを持って給食をいただきましょう。 

 

 

地場産物がおいしい給食に！ 
 

 子どもたちが毎日楽しみにしている 

学校給食には、地域の生産者の方がたが 

丹精込めてつくったさまざまな地場産物 

をたくさん取り入れられています。こう 

した取り組みは全国ですすめられていま 

す。子どもたちは、学校給食を通して地域 

の食文化などについて理解を深めています。 

 


